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小児期における血漿Fibronectinの動態に関する研究

第1報健常小児における検討
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Kinetics of Plasma Fibronectin in Childhood 

Part I.Plasma Fibronectin of 

Normal Children
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表 l 血喋 ~7(7Jr一十 FJチ ン正常値 い唱 mH
1. は じ め に

ていた Fibr川1PCti(.)n(FN)が.その多彩な役割と疾患

との関係をこついて研究されはじめたのは70年代になって

からである.

FN には全身の結合織.基底膜などに広く存在する細

胞性 Fibronectin(七一FN)と,やや構造の異なる可溶

性ハ血麓 FibroneL-tin(ド--fNl)が卦り,間葉糸細胞,

特をこ線維芽細胞や肝で産生される糖蛋白である,その磯

健は細胞と基質の接着, 細胞同士の接着,形態保持,細

胞の移動,細胞分化,オブソニソ作風 血小板凝集組織

修復など多岐にわたっている.

現在 p-FN の正常値は Stathakisらの報告ま)をこより

平均 33OFEg■ml上されている. 新生児では Barnard

らの報告2)があるが,本邦では新生児の検討は少ない.

筆者は新生児から成人まで,総数344例について p-

FN値を瀦E3定 し,その年齢による変動性差につき検討 し

た.

2.対 象

新潟大学小児章動 及び佐渡総合病院小児科を検診 目的

で受診 した小児で,採血の必要があった例のうち,明ら

かな疾患を除外 した児,及び成人を含むボラソティアを

測定対象とした.新生児は生後二日目に採血 したが,そ

の出生時俸墓は 1,掴2藍から 4,195gをこ分布し,平均

3言28鑑であった.在胎遇数は32遇から嶺2週に分布 し,

平均39遇であった.

3.方 法

採血後,速やかをこE扮TA,及び トリプシソイソとピ

タ-処理 した血燦を…80℃凍結保存後学BMY社製の

Fit)t･onection測定ニトr卜を用いて.紫外部濁度測定 f/ixed

t皇me法により測定 した.得られた結果を,新生児,1-

3カ月未満,4-6九月未満,7-12カ月末楓 1-5

辛,6-10.着-.1卜 15才､16才111二に区分し.･肴群iこお

ける性差,年齢による推移をこついて検討 した.

また, 新生児群において, 出生時俸蚤, 在胎遇数と

p-FN との関係をみた.

4. 結 果

(1).各群での性差

各区分(,Tl平均値､標準偏差.例数を表 1に示Lた.

新生児期男児における p-FN の値は 193.6±42,Oi噌/

6▲43

男 女

新生児 193..6士42.恒n-9) 193.2±55.5日1-1日

ト3ケ月 263.6士79.OLn-9) 247.3±47.2日1--日

41うヶ月 282.6±67.郎n-ll) 〕OO.0±53.恥nl一封

7-12ケ月 322,0±52.5Ln-91 2 9 1 .0±35.0日1-1日

ト5才 297.2±87.6(m-27) 30凱増±92.か(m-303

6-I(一才 347.3±62.6(n-28) 326.2±73.7tn-3O十

ll-15才 3嶺7.8±80.3(n==33) SO石.8±77,射m-33)

16才目上 334.5±103.2(m-56)280.1±72年3(m-23)

ml.女児では 193.2±55.5/ELII111で.TT'--つた.母分散は

等 しく,t-0.300となり,この欝での性差は認められ

なかった,

i-3動月評男児では 263.6±79.Oflg/ml.女児で

は 1).-17.3±L,17.2.lLgnlllであー･､た.母lJT散は等しく.t-

0.27となり,この群での性差は認められなかった.

･1-6かf-j群男児では 2)82.6±67.8.lEgllll.女-児で

は 300.0±53.9/哨 mlであった.母分散は等し(.1-

0,60となり,この群での性差は認められなかった.

7-12カ月群男児では 322.0±52,5がg/ml.女児で

は 29▲∴1,0±こ主5.0/EgIlllであった.母分散は等しく.t-

且.43となり,この群での性差は認められなかった.

1-5才群男児では297.2±87.61噌/mL女児では308.4

なり,この群での性差は認められなかった書

6-10才群男児では347.3±62.6鵬/mi.女児では326や2

±73.7p藍/mlであった.母分散は等 しく,t-Li7と

なり,この群での性差は認められなかった,

十77.:1IEgnllであった.母分散言等しく.t=:12.11と

なり,この群では5%の危険率で性差が認められた.

16才l十L二群では男性 33;1.5十103.2/tgml.女健 L)ボ0.I

±72.3lEgmlであ一･､た.付分散は等しく.I-‥-L'∴31∴

なり予この群では5%の危険率で性差が認められた.

(2) 年齢による推移

年齢による pl-FN 値了用を格を図 1及び図 2に示し

た.男児では新生児期か1､-6十月 にかけて p-I/N 値は

比較的急激に上昇 し,1才以後をこぼ1-5才欝でやや低

値をとるものの有意差はなく,10才以後ほぼ成人と同じ

値となった.女児では乳児期の動向は男児と同様である

がま0才以後やや低下 し,女性成人値と同じになった.

10才以前での年齢と p-FN 値の相関をみると,男児

で 1--0.33079し図 31,女児で t･-:-=0.27530し図 4)上
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ともをこ有意の相関が認められた･ と,男児では1-3九月群までは16才以上群より有激をこ

どの群まで16才以上群と有意差をもって異なると冨 低く,女児では新生児群が16才以上群より有意に低く,

えるかをこついて,すべての群で差の検定を行なってみる また6-10才群が16才以上群より有意をこ高い,といえる
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結果であった (表 2).

(:i) 新生児群における相関

満期産児において,在胎過激および出生時極意と p-

FNとの相関を調べた (図5,6).p-FNと在胎遇数で

は相関の傾向を認めた (P〈O.1)が,出生時体重との

相関は認められなかった.
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表 2 年齢別,男女別 各群の平均値の差U)検定
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～:有意差額 節生児 四 七妻 義 千 千 男

】 EJLJ 十 】 1 I 六

ド:危 険 率 ヶ月 ノヽヶ刀 チ刀 五守 十才 十五才 守以上

㌔ いく5㌔l p<一Qo p<1% p<1% pく100 p<1% p<1% 新生児

斬午児 ~＼ ㌔ ㌔ N N pく1% p<1% p<5qo ト3ケ月

ト3ケ月 p<? ㌔ ㌔ ㌔ N N p<1㌔ p<5㌔l N 4-6ケ月

4-6ケ月 p<一㌔l N ㌔ ＼ ＼ ＼ Nl N N N 7-12ケ月

7-1:～十月 pくlOd N Nl ㌔ ＼ ＼ N N N ト5才

ト5才 p<一㌔ N+ lN N ＼ ＼ ㌔ N' N 6-1()守

6-相才 いくlOo いく一Oo ～ N N ＼ ㌔ ㌔ ～ ll-IS才

ll-15才 r)<100 N N N N N ＼ ＼ ㌔ - ㌔ ㌔ 16才以上

16才以上 pく1㌔l N lN N N p<500 N ㌔ ㌔

女 節 - 四 七重 - 莱 千 千
… I 千 I l I 六

坐梶 チ刀 六ケ月 ヶ刀 蕊才 十守 辛義才 才良辛

5.考 察

友㍗FN は組織形成,修復の機能から考えてその細胞の

活性の高い時期に,産生及び消費が増加することが考え

られる.そして,そのバランスにより血中に漏出するp-

FN 最が決まると考えると,新生児期から乳児期をこかけ

ては活発な組織形成に伴い p-FN の消費が克進 し,ま

た,未熟な細網内皮系機能により産生が少ないために3),

成人より低い (p<0.0日 値をとると推測できる.

その後,発達する産生能力と発育速度の減少によりp-

FN の値は成人のそれに近づき!安定 してくると思われ

ら.今回得られた16才最上群の p-FN 濃度は,今まで

の諸家の報告と一致している.10才以後の p-FN 値の

性差については,Stathakisらl)の閉経後の女性群では

男性と同じレベルに上昇するという成績もあり,なんら

かのホルモンの影響により,10才以後の女児群で p-FN

が低値を示すと考えられるが,詳緒は不明である,

新生児期における,p-FN 濃度は在胎遇数と相関傾向

(pく0申1)を認めた.Yoderら4)は出生休養との欄閑を

認めている.しかし,Yoderらの成績では 2,5輔 鍔以

上の群ではばらつきが大きく,2,5㈱ 鑑以下の群ではか

なり相関があるように思われた.Humgら5)の報告で

は,マウスの胎児で FN が低濃度であると胎児の発帝

が促進し,高濃度では逆に抑制するという,これは FN

の何らかの調節作用を示唆するものであり,出生間近の

胎児ではその胎内での成熟,発育鹿によりp-FN をこよ

る調節に変動がみられるのかもしれない.今後の胎児の

各ステ-ジにおける FN の多彩な役割,母体のホルモ

ン濃度との関係など研究に期待したい.

6.ま と 拭)

新生児から健常人まで, 級数348人について, 血凍

fribr()llP｡ti11を測定 し､1'_Lトハ結果を得た.

(1) 新生児期では成人儀の約-70%であり,以後,

次第に増加 し10才以後ほぼ成人と同じ値を示した.

(2) 10才までは性差はないが,ほ才以後より性差を

認め,女性では男性よ机 0-15%低い値をとった.

(3) 新生児において,在胎遇数と血祭 Fibromectin

濃度との相醜傾向がみられた.

(4) 正常小児の血祭 F沌romectin値は成人のそれよ

り低く,結果の判定には年齢,性差も含めて判断する必

要があると思われた.

参 考 文 献

llStathakiS,It.f:..Fountas.A.andT.qianos,E.:

PlasnlafibronectininllOrnlこ11sLIbjeCtS;ln(1ill

･ヽaT･iousdiseasestiltLIS:.I.CIill.Ⅰ-);1tho1..34:

5し)⊥1-508.1981.



648 新潟医学会雑誌 第 1し16巻 第7号 平成 Ll年 7月

2)Ⅰbrnard.D.氏.andArthur.M.M.: FibroneCtin

(Coldinsolubleglobulin)intheneonatL,:J.Fed.,

102:453-456,1983.

3)Polin.R.A.:RoleofFibronectininT)ist､aseof

NewbornlllfantsandChildren:Re＼･iL･WSOf

InfectiousI)isease,12:S428--S438,1990.

4)Yoder,M.C‥ IbuglaS,S.I)..Gerdes,J..K]int,,
J.andPolin.R.A.: P一asmaribr()nectillill

healthynewborninfants:respiratorydistrtlSS

syndromeandperinatalasphyxia:.T.Ped..102:

777-78(),1983.

5)Hung.T.T..Tsuiki.A.andYemini,.W.:

Fit.)ronectininTでProduction:STER()InS.54:

575-582,1989.

(平成4年1月17日受付〕


